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ておくと良いのか、などの情報がわか
るなどのメリットがありそうです。

AIが仕事を奪ってしまうなどと
言われているが

　「AIが人間の仕事を奪う」のような切
り口で、話題になることがあると思いま
す。「プランナーがいらなくなるんじゃ
ないか」「自分たちの仕事はどうなるの
か」のような話になりがちなのですが、
結論、ブライダルの現場に対しては、あ
まり影響がないだろうと思います。「プ
ランナーの仕事はなくなってしまうん
でしょうか」と質問をいただくこともあ
りますが、「人との共感が必要な仕事」

「人にやってもらわないと成立しない
仕事」がAIに置き換わることは無い、と
いうのが私の意見です。ブライダルで
提供されるサービスを、機械でやって
ほしいと思っているカップルはいらっ
しゃらないでしょうし、結婚式は共感を
元につくられていく要素が非常に大き
いと言え、そこでジタバタするのは若
干滑稽に映るでしょう。

　実際に活用されるのは、裏側。この
お客様にどのようなプランニングを差
し上げれば良いのか、どのようなふる
まいはクレームにつながりやすいの

か、今まで担当者が察知していたよう
な情報や経験者の勘といったものは、
AIがお客様の表情や過去の言動から
類推して、より高い精度でアドバイス
をくれる時代になると予想されます。
バンケットの天井にセンサーが付けら
れ、インカムでサービススタッフに、ど
のテーブルのお客様にパンをお持ち
し、ドリンクのお代わりを聞くべきか、
デジタルで指示が飛ぶという世界も近
い将来現実になるでしょう。仕入れの
無駄が無くなる、といった効果も期待
できるでしょうし、どのような紙面を出
すのが効果的なのかなど、データに基
づく仕事もAIがサポートすることが予
想されます。

我々に必要なことは何か

　テクノロジーは加速度的に進化して
いますが、ブライダル業界は非常にア
ナログな会社が多く、どうしてもこれら
の活用に遅れがちです。思い返すと、
インターネットの普及においても、最
近ではインスタグラムへの対応も遅
かったと言えるでしょう。「困っていな
いから問題ない」という考え方もあり
ますが、お客様の方が進んでいて「遅
れている業界だな」と思われたり、働く
環境としてあり得ないなと思われたり

するのは、そろそろ終わりにした方が
良いのではないか、という気がします。
プランナー業務のシステム化はいます
ぐにでもした方が良いでしょうし、いま
だにパソコンが1人1台そろっていな
い会社もあると聞きますが、個々の社
員が本当にそのような環境でベストパ
フォーマンスを発揮できるかと考える
と、すぐにでも対応が必要なのではな
いかと思えてなりません。
　反面、テクノロジーを導入し、ブライ
ダルが進化していく様を示していくこ
とができれば、産業の見え方も明確に
変わってくるでしょう。そして、この分
野のフロンティアは、まだまだ広がっ
ています。新たなサービス、新たな活
用を見出すことができれば、企業ブラ
ンディング、集客や採用にも寄与して
くることが期待できるチャンスともい
えます。
　リアルな体験を提供できている強み
を活かして、ぜひチャレンジされる会
社が1社でも多く現れることを願って
いますし、新たなテクノロジーをいち早
く取り入れていける産業になれば良い
なと思っています。

画像認識とディープラーニング

　今回はAIについて書いてみたいと
思います。AIとは、人工知能（artificial 
intelligence）を意味しており、機械が
人間並みの知能をもって、タスクを処
理していくことを指します。非常に注目
されているテクノロジーです。
　例えば、自動運転などはその最たる
もの。自動車の運転を人ではなく機械
が自動で行う技術が実用化されつつ
あります。囲碁のAI「AlphaGo」が、世界
最強とされる囲碁棋士に勝利したとい
うニュースを聞いたことがある方もい
らっしゃるでしょう。チャットbotと言わ
れるように、チャット形式で質問をする
と、自動でコンピューターが返事をして
くれるというものもあります。
　「なぜいまAIなのか」というとテクノ
ロジーの進歩で、AIのレベルが極めて
高くなったという背景があります。主に
2つのポイントがあり、「画像認識」の
レベルが極めて高くなっていることと、

「ディープラーニング（深層学習）」と
いう機械学習の手法が研究され、その
成果が出ていることがあげられます。

コンピューターに眼ができた

　「画像認識」とは、機械が画像を見
てそれが何かを判別する技術のこと

です。例えば、Facebookで集合写真を
アップしようとしたら、その顔が誰なの
か名前が出てくることがあると思いま
すが、まさにそれが画像認識の技術で
す。ブライダルで言えば、それがチャペ
ルなのかバンケットなのか、料理なの
か、フラワーなのか、コンピューターが
勝手に判別できるようになる、というこ
とです。
　ある研究機関の実験では、その写
真が何か、人間に聞いた場合と、コ
ンピューターに聞いた場合で、コン
ピューターの方が正解率が高くなっ
たそうです。これは、「コンピューター
に眼ができた」とも表現され、今まで、
眼が無いことで機械化できなかったこ
とが、できるようになると言われてい
ます。
　例えば、「料理ロボット」というものは
ありませんでした。理由は、「焦げ目が
ついたら」とか「トロトロになったら」の
ような状態を、機械が把握することが
できなかったからです。ただ、眼ができ
たことで、それが可能になり、ここに技
術の進化の可能性が秘められていま
す。例えば、ウェディングの料理の仕込
みや盛り付けを、機械でできるように
なったり、披露宴に参列されるゲストが
どのご両家様の結婚式に参列予定な
のか機械が教えてくれたり、様々な進
化の可能性が考えられるでしょう。

いくら値引けば良いか、
AIが教えてくれる

　「ディープラーニング」とは、機械が
自分自身で学習をしていく手法のこと
を指しています。自動運転の例では、
過去の手法では「時速40kmで走って
いる場合は、前の車との距離が10m以
上離れた状態で走行し、カーブの場合
は…、行き止まりの場合は…」などの
細かいルールを1つ1つ登録して、車
が走れるようにしようというアプローチ
でしたが、無数にルールが必要になる
点が難点でした。ディープラーニングと
いう手法の場合、「他の車とぶつかっ
たらダメ」「道路からはみ出したらダメ」
のように、何がgoodで、何がbadかだけ
をインプットし、あとはコンピューター
で制御したミニカーを実際に走らせ
てみて、ぶつかったり道路からはみ出
したりしながら、機械が自分で考えて、

「ぶつからないようにスピードを遅く
しよう」「前の車との距離を保とう」「は
み出さないように曲がろう」など、正に
人間のように学んでいくというやり方
で、開発が進んでいます。
　ウェディングの場合だと、インター
ネット媒体のパフォーマンスがどうす
ればあがるのか、そのお客様にはいく
らの割引を提案するのが妥当なのか、
どの種類のドレスをどれくらい仕入れ
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